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問い合わせ先　☎72-6053
富士河口湖町船津1754

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

開館時間
月～金曜日　午前9時～午後6時
土・日曜日　午前9時～午後5時

✆公衆電話はありませんが、1回10円で事務所の
電話を使用することが出来ます。お気軽に声をかけ
て下さいね。

★11/10～12/4のカレンダー★

※未就学児は必ず保護者と一緒に活動して
　ください。
※教室に参加してくれた方の写真を広報や
　CATVで使用させていただくこともござ
　います。ご理解をお願いします。
※この時期は暗くなるのが早くなります。
　5時までには帰宅しましょう

申し込みが必要な教室もあります。内容・詳細は子ども未来創造館までお問い合わせください。また、各種
教室のお申し込みは申し込み当日の１２時から電話（７２－６０５３）と生涯学習課窓口・子ども未来創造館窓
口でも受け付けますので、お気軽にお尋ねください。
　　　　　　※教室申込みの際、友人の分の申込み等は出来ませんので、ご了承下さい。

ぽかぽか映画会

funfunくらぶ

つどいの広場
ふれあい教室Ａ
(9/13振替日)

ポンポン
ポップコーン

つどいの広場
こどみらベビー

つどいの広場
ワイワイくらぶ

こどみらキッズ

リトミック

こどみらキッズ
つみ木でチャレンジ

こどみら
マムベビー
つみ木でチャレンジ

森の映画会

funfunくらぶ

funfunくらぶ

こどみら新聞
将棋教室
リズム♪オブ★ラブ

つどいの広場
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つどいの広場では、○子育て相談・○栄養相談を行っています。日常のふとした疑問を解消する為に
お役立て下さい。

子 栄

つどいの広場誕○

つどいの広場
ふれあい教室Ａ

つどいの広場
ふれあい教室Ｂ

つどいの広場

つどいの広場
ふれあい教室B

○栄

○栄

つどいの広場

○子

○子

つどいの広場○子

0歳（歩き始めるまで)・妊婦さんを対象にした
こどみらマムベビー､１歳を対象にしたこどみ
らベビー､2・3歳を対象にしたこどみらキッズで
キッズ体操やふれあい遊びを楽しんでみませ
んか？

だんだん寒くなってきましたが、今月のfunfunくらぶも元気いっぱい☆楽しい教室をみなさん
にお届けします♥　　詳しい内容はこどみらだよりを見て下さい！

ブッシュ・ド・ノエル(木の形のケーキ)に挑戦します！おいしいケーキをみんなで楽しく作りましょう★

日　時 11/13(日)午後2時～

22

休館日

25

定　員

定　員

参加費

つどいの広場
ふれあい教室A

8

定　員
日　時 12/7(火)　 　　　 午前10時30分～

乳幼児親子15組
11/24(水) 午後12時～

時　間

新津小児科「親と子の心の相談室」認定カウ
ンセラー川辺修作先生をお招きします。子育
ての悩みを伝え合い共に育ちあう楽しさを見
つけだしましょう。

参加費
申込み

持ち物

 

定　員
日　時 12/5(日)　　　　  午前10時30分～

未就学親子10組　　　  一組200円

11/18(木) 午後12時～
手ふきタオル・袋(持ち帰り用)

時　間

初めてだけど、懐かしい素敵なわらべ歌と
かわいいフェルトの工作を親子で楽しみま
せんか?

参加費

申込み
持ち物

大人も子どもも大集合乳幼児親子対象

12/1

23

日にち 11/14（日）

日にち 12/4(土)・12/11(土)・12/12(日)

日にち 11/25(木)・12/2(木)

小学生各15人(一人1回)
持ち物 エプロン・バンダナ・マスク・手ふきタオル(給食着でもOK)　

時　間 午後2時～4時30分
場　所 子ども未来創造館音楽スタジオ
持ち物 なし

持ち物 タオル・飲み物

今月の将棋教室今月の将棋教室今月の将棋教室
今月の将棋教室は・・・

月に1回の教室です。欠席される場合は連絡
をお願いします。

日にち 11/20（土）時　間 午後2時～

時　間 午後2時～

時　間 午後3時～4時30分
場　所 子ども未来創造館　音楽スタジオ

参加費 400円
申込み 11/13(土) 午前9時～

持ち物 なし

なし

定　員参加費 申込み なし

定　員 参加費 申込み なし

18歳になったアンディは大学に入学し、彼のお
もちゃのウッディとバズ・ライトイヤー達は保育
園に寄贈されてしまう。お茶目で乱暴な子ども
達の熱烈な歓迎から脱出しようとするが・・・。

今回のBクリは色々なボール遊びをしま
す！お楽しみに✿

こどみらにある4000個のつみ木を使って、お友
達と力作を作ろう★

日にち 11/30(火)
時　間 午後3時～4時30分
場　所 子ども未来創造館　創作ルーム
定　員 参加費 申込み なし

カレー味・塩味・ココア味の3種類のポップコー
ンを作って、美味しく食べよう♪

トイストーリー３トイストーリー３トイストーリー３森の映画
会

森の映画
会

Ｂクリエーション funfunクラフト　クリスマススペシャルＢクリエーション funfunクラフト　クリスマススペシャルＢクリエーション

★つみ木でチャレンジ★★つみ木でチャレンジ★★つみ木でチャレンジ★

funfunクラフト　クリスマススペシャル

funfunパティスリー　クリスマススペシャルfunfunパティスリー　クリスマススペシャルfunfunパティスリー　クリスマススペシャル

※運動のしやすい服装で来て下さい！！

日　時 11/21(日)午後2時～
小学生20人 200円

持ち物 エプロン・手ふきタオル・牛乳パック1つぞうきん
定　員 参加費

申込み 11/6(土) 午前9時～

今、大流行の羊毛フェルトをコロコロするだけで、か
わいいリースとスノーマンを作ります☆

 
★ポンポンポップコーン★★ポンポンポップコーン★★ポンポンポップコーン★ 

 
…
…
…
…
…
…
…
…
…

funfunくらぶfunfunくらぶfunfunくらぶ

　　　　11月末から始まり12月にかけて、町内の小学校では個別懇談があります。そこで、早
　　帰りの小学生のみなさんに楽しんでもらえるように、こどみらでお楽しみ企画を行います。
お友達を誘ってぜひ遊びにきて下さい！

小学生対象

３日
間♪

３日
間♪

＜創造館の休館日＞
11月23日は
休館です！

こどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズこどみらマムベビー＆ベビー＆キッズ

ぷち相談会ぷち相談会ぷち相談会
こど
みら

こど
みら

こどみんこどみんこどみん
みんな

集まれ
～♪

みんな
集まれ

～♪

定　員

11/25(木)

午前10時30分～11時
出席カード(参加初回に配ります)

なし

時　間

マムベビー
11/19（金）ベビー
11/18・12/2 工作（木）キッズ

参加費申込み
持ち物

フェルトボールdeクリスマス

クリスマスケーキを作ろう!

わらべ歌&羊毛フェルトでお絵かき。

※工作には50円かかります。
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3日(水)、23日(火)は祝日のため、
30日(火)は館内整理日のため休館です。

0555-73-1212　　　　0555-73-1358

library@fujikawaguchiko.ed.jp
http://www.fujikawaguchiko.ed.jp

大石・河口 火・木曜日 午後３時～６時

午後１時～５時

16日

17日月～金曜日上九一色

開館日 開館時間 読み聞かせ会 午後４時３０分～

11月の分館の予定

開館時間　平　日10:00～19:00
　　　　　土・日  9:00～17:00

◎読み聞かせ会◎◎読み聞かせ会◎
●0・1・2・3歳対象 〈午前10時30分～〉

●幼児～小学生低学年対象 〈午後1時30分～〉

11月 9日（火）
11月24日（水）

11月13日（土）
11月27日（土）

ブラウンベア（えいご）

うさぎのおやこ

パパのえほんタイム

エトワールの会

問い合わせ／生涯学習館

P
P

P

P

P
P

P

←このマークがついているイベントはとしょかんパスポート対象事業です。パスポートを持って参加してね！

日時：11月19日(金)　午前10時30分～
場所：生涯学習館　学習室１
申込：生涯学習館(℡73-1212)もしくは窓口へ

P 親子で工作あそび

P 子どもの本を読む会

「じゃあ、読もう。」  ー2010年は国民読書年です。ー

♪新着書案内♪♪新着書案内♪
◎お別れの音/青山七恵 ◎呼んでみただけ/安東みきえ ◎セカンド・ラ
ブ/乾くるみ ◎弧舟/渡辺淳一 ◎図説悪人辞典/六平十司 ◎龍馬史/磯
田道史 ◎戦略は直感に従う/ウィリアム・ダガン ◎コツコツためる「金・プ
ラチナ」/池田収 ◎きょうだい/白鳥めぐみ ◎「母親力」を高めるコーチ
ング/大石稜子 ◎脅威のノルディックウォーキング/松谷之義 ◎作りや
すいパターンの服/小森里佳 ◎ザ・イクメン/セイン・カミュ ◎根津甚八/
根津仁香 ◎きほんのフラワーアレンジ/大高令子 ◎ワタシ怖いくらい
前向きです/安達元一 　ほか

日時：11月27日（土） 午後2時～
場所：生涯学習館学習室１
課題：「永遠の０」/百田尚樹

1冊の本から見える、いろんなキモチ。

第48回読書会第48回読書会第48回読書会

新規参加者大募集！！

図書館入門講座図書館入門講座図書館入門講座
作って遊んで、楽しい工作をしましょう！

11月5日(金)、12月3日(金)　午前10時30分～
毎月第1金曜日開催予定

意外と知らない図書館の有効活用法、司書がご案内いたします！
インターネットの体験もできます。

　10月16日に開催された町の誕生日イベントで、図書館
友の会の「わかったさんのおみせ」に足を運んでいただ
いたみなさん、ありがとうございました。
おかげさまでスイートポテト・ちまき・こんにゃくは完売、
シュシュやまつぼっくりリースもかなり好評でした。これ
らの売り上げはすべて生涯学習館へ資料購入費として
寄付する予定です。
　また、生涯学習館内にてシュシュ、まつぼっくりリース、
古雑誌・古本、利用者から提供いただいたハンカチ・手づ
くりのとしょかんバッグ・ビーズの携帯ストラップなどの
販売を引き続き行っています。残り少なくなってきてい
ますがぜひご協力をお願いします！

ひとりで読むのもいいけどみんなでイロイロ言ってみるのも
おもしろい！中高生対象の読書会です
   日時：11月13日(土)午後2時～　場所：生涯学習館 学習室１
   課題：「屋上ミサイル」/山下貴光

ヤングアダルト読書会ヤングアダルト読書会ヤングアダルト読書会

第15回
小さな秋の朗読会

第15回
小さな秋の朗読会

第15回
小さな秋の朗読会

読書の秋。「自分で読むのはあんまり…」という方にも
おすすめです♪ぜひお誘いあわせて来てください。

折って楽しい、かわいい季節の折り紙を作りましょう。
折り紙ボランティアも同時募集します。

日時：11月28日(日)　午後2時～
場所：生涯学習館　学習室１
内容：「泣いた赤おに」 読み手：中村栄子
　　 「骨折り和助」　読み手：小佐野みどり

おりがみ教室おりがみ教室おりがみ教室

11月27日(土)　午前9時～
参加希望の方は生涯学習館までご連絡ください。

海外の昔話の絵本を読んでみます。絵本に興味のある方大歓迎！
お母さん、どんな本が子どもによいのか一緒に考えてみましょう。
日時：11月11日(木)午前10時30分～
場所：学習室１

＊託児もあります
（要申込）

町の誕生日イベント大盛況でした！
～図書館友の会から～

町の誕生日イベント大盛況でした！
～図書館友の会から～
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町の文化財紹介
いにしえ こ みちいにしえ こ みち

富士河口湖古の小径富士河口湖古の小径
青
春
の
想
い
出
【
後
編
】

　
　
親
と
子
の
三
人
連
れ
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
私
は
、

前
の
戦
友
の
後
に
続
い
て
歩
い
て
行
っ
た
。
後
ろ
を
振

り
向
い
て
見
た
か
っ
た
が
、ソ
連
兵
が
気
に
な
り
前
を

向
い
た
ま
ま
歩
き
続
け
た
。
武
器
は
朝
鮮
で
取
り
上

げ
ら
れ
て
裸
の
兵
士
に
な
っ
た
。
出
発
前
に
我
々
を
広

場
に
集
め
た
。
上
官
の
大
尉
か
ら
は
、「
い
か
な
る
こ
と

が
あ
っ
て
も
相
手
の
国
の
人
に
抵
抗
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
ぬ
。
一
人
の
抵
抗
が
全
員
の
命
取
り
に
な
り
か
ね
な

い
こ
と
を
充
分
心
得
て
お
く
こ
と
だ
。こ
れ
は
命
令
だ
。」

と
深
刻
な
言
葉
で
念
を
押
さ
れ
て
い
た
の
で
、
私
は
悔

し
か
っ
た
が
耐
え
忍
ぶ
こ
と
以
外
に
は
何
の
考
え
も
浮

か
ば
な
か
っ
た
。こ
れ
が
敗
戦
前
の
北
支
（
中
国
北
部
）

の
戦
場
に
い
た
頃
な
ら
例
え
武
器
は
な
く
と
も
食
ら
い

つ
い
て
で
も
三
人
連
れ
を
助
け
た
の
に
と
思
う
と
心
残

り
が
し
て
な
ら
な
か
っ
た
。
善
と
悪
だ
の
道
徳
な
ん
て

全
く
通
用
し
な
い
戦
の
勝
者
と
敗
者
の
違
い
。
今
と
な

れ
ば
悔
し
さ
と
情
け
な
さ
だ
け
だ
っ
た
。
私
は
相
手
の

ソ
連
兵
士
よ
り
も
、こ
の
十
五
年
戦
争
を
仕
組
ん
だ

日
本
の
軍
人
の
政
治
家
を
心
か
ら
恨
み
な
が
ら
、
黙

々
と
北
に
向
っ
て
歩
い
て
い
た
。

　
　
私
は
そ
の
日
の
夕
暮
れ
時
に
ド
イ
ツ
か
ら
取
り
上

げ
ら
れ
て
き
た
輸
送
船
に
乗
せ
ら
れ
シ
ベ
リ
ア
に
連
れ

て
行
か
れ
た
。
極
度
に
厳
し
い
冬
を
二
度
も
越
し
た
。

そ
の
時
に
数
多
く
の
戦
友
は
、ひ
も
じ
さ
と
寒
さ
の
た

め
に
次
か
ら
次
へ
と
肉
親
に
指
一
本
触
れ
て
も
ら
え

ず
に
死
ん
で
い
っ
た
。と
い
う
よ
り
も
、
潰(

つ
い)

え
て
し

ま
っ
た
と
言
い
た
い
。
伐
採
の
際
、
木
の
下
敷
き
に
な
っ

た
ま
ま
残
さ
れ
た
と
か
、
弱
っ
た
体
で
歩
行
が
で
き
ず

雪
路
に
残
さ
れ
て
後
日
白
骨
化
し
密
林
の
果
て
に
置

き
去
り
に
さ
れ
た
戦
友
な
ど
は
、
風
雨
に
叩
か
れ
な
が

ら
自
然
に
こ
の
世
か
ら
消
え
て
い
っ
た
の
だ
っ
た
。
　

　
　
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
四
月
七
日
に
舞
鶴

に
入
港
し
た
。そ
の
頃
の
内
地
で
は「
港
が
見
え
る
丘
」

や
「
夜
露
の
ブ
ラ
ウ
ス
」
な
ど
が
元
気
よ
く
楽
し
く
歌

わ
れ
て
い
て
、
敗
戦
し
た
こ
と
な
ど
ど
こ
吹
く
風
と
も

言
う
よ
う
な
平
和
な
日
本
に
な
っ
て
い
た
。
帰
国
で
き

て
よ
か
っ
た
と
つ
く
づ
く
思
っ
た
。「
死
ぬ
者
貧
乏
」
と
い

う
言
葉
が
あ
る
が
、
戦
友
の
死
だ
け
は
そ
う
思
い
た
く

な
か
っ
た
。
四
月
八
日
に
そ
れ
ぞ
れ
我
が
家
に
向
か
っ

た
。そ
の
日
は
雲
ひ
と
つ
な
い
良
い
天
気
だ
っ
た
。シ
ベ

リ
ア
か
ら
引
き
揚
げ
て
き
た
多
く
の
兵
隊
の
中
で
山

梨
県
人
は
二
人
だ
け
だ
っ
た
。
相
手
の
原
隊
は
ど
こ
か

知
ら
な
い
が
古
兵
だ
っ
た
。し
か
し
、も
う
軍
隊
は
な
い

の
だ
か
ら
新
兵
で
も
古
兵
で
も
同
じ
だ
っ
た
。
ど
ち
ら

と
も
な
く
家
に
帰
る
前
に
東
京
の
焼
け
跡
を
見
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、
東
海
道
線
に
乗
っ
た
。
東
京
に
着
く

と
焼
け
野
原
が
広
が
り
、
大
き
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
ビ

ル
の
焼
け
残
り
の
姿
が
戦
乱
の
虚
し
さ
を
見
せ
つ
け
て

で
も
い
る
よ
う
だ
っ
た
。そ
の
光
景
は
ず
っ
と
遠
く
の
方

ま
で
も
続
い
て
見
え
た
。
何
十
年
と
な
く
頑
張
っ
て
築

い
た
財
産
が
一
瞬
の
間
に
灰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
戦
争

で
焼
か
れ
た
日
本
も
焼
い
た
ア
メ
リ
カ
も
と
も
に
一
銭

の
足
し
に
も
な
ら
ず
、た
だ
互
い
に
憎
し
み
と
多
く
の

犠
牲
を
残
し
た
だ
け
だ
っ
た
。こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
現

場
を
一
目
見
る
と
、や
っ
て
は
な
ら
ぬ
戦
争
と
い
う
も
の

の
無
意
味

さ
が
普
通

の
人
間
で

な
く
と
も

理
解
す
る

の
だ
ろ
う
。

当
時
、
日

本
も
中
国

も
互
い
に

損
は
し
た

が
、
何
の
益

に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
私
の
父
は
年
を
取
っ
て
い
た
が
、

私
の
留
守
中
は
息
子
の
帰
る
日
を
一
日
千
秋
の
思
い

を
思
い
詰
め
な
が
ら
、
農
業
に
又
笊
作
り
に
頑
張
っ
て

い
て
く
れ
て
い
た
。そ
の
お
陰
で
あ
の
戦
後
の
混
乱
期
で

は
あ
っ
た
が
、
困
る
ど
こ
ろ
か
農
産
物
や
笊
は
驚
く
ほ

ど
に
売
れ
た
の
で
、
当
時
の
私
の
家
の
生
活
は
思
い
の

ほ
か
楽
だ
っ
た
。
年
ご
と
に
時
代
は
変
わ
り
、
次
々
と

仕
事
も
変
え
な
が
ら
ど
う
に
か
生
活
を
続
け
て
き
た

が
、し
り
つ
ぼ
み
と
な
る
ば
か
り
だ
っ
た
。
毎
年
続
け
て

き
た
戦
友
会
に
ひ
ょ
っ
こ
り
現
わ
れ
た
田
中
実
男
。
何

年
ぶ
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。シ
ベ
リ
ア
で
別
れ
て
以
来
で

あ
り
、そ
れ
こ
そ
涙
の
再
会
だ
っ
た
。
私
を
は
じ
め
、

他
の
戦
友
も
と
っ
く
に
死
ん
で
い
る
と
思
っ
た
。

当
時
は
中
隊
で
も
一
番
駄
目
な
者
を
シ
ベ
リ
ア
に
置

い
て
き
た
の
だ
っ
た
か
ら
、そ
れ
が
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た

ほ
ど
に
た
く
ま
し
く
成
長
し
て
い
た
の
で
驚
く
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
彼
は
私
に
ガ
ソ
リ
ン
店
を
勧
め
て
く
れ
た
。

今
日
ま
で
三
十
年
、
社
長
職
も
息
子
に
渡
し
た
の
で

や
っ
と
閑
人
に
な
っ
た
。で
も
い
く
ら
暇
で
も
、そ
の
暇

な
も
の
こ
そ
大
切
に
し
、
何
か
に
残
そ
う
と
思
う
。
多

く
の
大
切
な
戦
友
、
あ
ん
な
に
も
優
秀
だ
っ
た
戦
友
は

二
十
代
初
め
の
若
さ
で
死
ん
だ
。
一
番
駄
目
だ
っ
た
田

中
実
男
は
私
よ
り
二
歳
多
く
、
今
年
八
十
六
歳
の
ま

だ
青
年
だ
。
駄
目
な
者
だ
と
上
官
や
戦
友
仲
間
に
烙

印
を
捺
さ
れ
た
の
は
、
昔
の
六
十
五
年
も
の
前
の
こ
と

だ
。
今
尚
生
き
て
い
て
我
々
戦
友
の
要
の
人
物
と
な
っ

て
い
る
。そ
の
答
え
は
簡
単
だ
。長
生
き
す
る
こ
と
だ
。

　
　
あ
の
日
の
三
人
連
れ
も
父
と
母
、そ
し
て
生
き
残
っ

た
子
ど
も
た
ち
で
案
外
い
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
ろ

う
。
そ
ん
な
予
感
が
す
る
。
一
度
会
っ
て
み
た
い

気
が
す
る
。

【
完
】

（
特
別
寄
稿
　
在
原
　
金
造
）
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〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～
〈地域社会活動と地域ボランティア活動〉
～広げようネットワークの輪～

　
　
秋
晴
れ
の
10
月
16
日
、
二
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
誕

生
祭
会
場
は
早
朝
か
ら
活
気
に
あ
ふ
れ
、さ
ら
に
同
時

開
催
の「
も
み
じ
マ
ー
チ
」の
人
々
も
行
き
交
う
ス
テ
ラ

周
辺
は
歩
く
だ
け
で
気
分
が
高
揚
し
ま
し
た
。

　
　
秋
の
二
大
イ
ベ
ン
ト
を
支
え
、
成
功
さ
せ
る
の
は
、
勿

論
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
あ
り
ま
す
。

　
　そ
の
一
風
景
と
し
て
、
誕
生
祭
に
出
店
し
た
女
性
た

ち
の
頑
張
り
を
取
材
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　

　　町
内
21
団
体
が
加
入
し
て
い
る「
女
連
協
」の
組
織
は

大
き
く
、町
づ
く
り
へ
の
参
画
も
積
極
的
で
す
。

　
　こ
の
た
び
の
誕
生
祭
で
も
例
年
の
如
く
大
々
的
な
バ

ザ
ー
を
開
催
し
て
、
心
待
ち
す
る
主
婦
や
お
年
寄
り
に

大
好
評
で
し
た
。さ
ら
に
大
袋
い
っ
ぱ
い
の
新
品
ぬ
い
ぐ

る
み
を
幼
児
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

ま
る
で
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
の
到
来
の
よ
う
で
し
た
。

　
　
女
連
協
の
会
員
が
持
ち
寄
っ
た
驚
く
ば
か
り
大
量
の

生
活
用
品
は
市
価
の
七
割
引
と
い
う
安
価
で
す
。
山
と

積
ま
れ
た
善
意
の
品
々
は
、あ
っ
と
い
う
間
に
完
売
と
な

り
、ま
さ
に
生
活
応
援
バ
ザ
ー
で
し
た
。

　
　し
か
し
、バ
ザ
ー
実
施
に
あ
た
っ
て
は
会
員
た
ち
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
数
日
続
く
の
で
す
。

　
　ま
ず
は
、わ
が
家
、そ
し
て
ご
近
所
、
知
人
宅
と
訪
れ

て
不
用
品
を
提
供
し
て
貰
い
ま
す
。

　　つ
ぎ
に
、集
ま
っ
た
品
々
を
分
類
し
て
値
付
け
作
業
に

入
り
ま
す
。こ
れ
は
一
日
が
か
り
の
大
仕
事
で
す
。　　

　
　か
く
し
て
迎
え
た
祭
り
当
日
、
会
員
は
若
々
し
く

売
子
と
な
っ

て
活
動
し
ま

す
。
い
ま
や

世

代

交

替

し
た

女

連

協
の
メ
ン
バ

ー
は
働
き
盛

り
。
き
び
き

び
と
明
る
く

能

率

的

に

対

応

す

る

姿

は

実

に

頼
も
し
い
で

す
。

　
　
今
回
始
め
て
出
店
さ
れ
た
富
士
ヶ
嶺
地
区
の
皆
さ
ん
、

よ
う
こ
そ
参
加
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。産
地
の
新
鮮
野
菜

を
は
じ
め
、里
の
香
り
い
っ
ぱ
い
の
つ
け
物
、お
で
ん
等
々
、

町
民
に
と
っ
て
ど
れ
も
魅
力
あ
る
物
ば
か
り
。
店
の
前
に

は
早
々
に
人
が
群
が
り
競
っ
て
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

い
き
い
き
と
働
く
女
性
の
皆
さ
ん
。

　
　
富
士
ヶ
嶺
生
産
組
合
は
、男
女
数
人
で
運
営
さ
れ
活

動
さ
れ
て
い
る
会
で
、
男
女
が
つ
ね
に
、
助
け
合
い
特
性

を
い
か
し
合
っ
て
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。「
男
女
共
生
」を
実
践
さ
れ
逞
し
く
農
牧
に
励
む

皆
さ
ま
、こ
れ
か
ら
も
地
域
交
流
を
深
め
て
、
町
の
イ
ベ

ン
ト
に
も
共
に
参
加
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
　セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
が
廃
油
の
石
け
ん
づ
く
り
と
ア

ク
リ
ル
た
わ
し
の
活
用
を
呼
び
か
け
て
か
ら
数
年
が
経

過
し
ま
し
た
。こ
の
間
、セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
廃
油
石
け

ん
を
作
り
続
け
、
町
の
人
々
へ
届
け
て
来
ま
し
た
。そ
し

て
今
は
石
け
ん
の
抜
群
の
洗
浄
力
と
廃
油
再
利
用
の
意

識
が
深
ま
り
普
及
さ
れ
た
こ
と
を
実
感
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
今
回
の
祭
り
で
は
、廃
油
石
け
ん
大
二
ヶ
を
１
０
０
円

と
い
う
大
サ
ー
ビ
ス
。さ
ら
に
、「
お
ふ
く
ろ
の
味
」と
稱
し

て
馬
鈴
薯
を
使
っ
た「
お
芋
三
兄
弟
」を
売
り
出
し
ま
し

た
。
手
間
を
惜
し
ま
ず
時
間
を
か
け
て
調
理
し
た
串
さ

し
の
芋
は
飛
ぶ
よ
う
に
売
れ
ま
し
た
が
、そ
の
収
益
は
ほ

ん
の
僅
か
な
も
の
で
し
た
が
、そ
れ
は
問
題
に
し
ま
せ
ん
。

作
る
人
も
買
う
人
も
楽
し
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
で
す
。

　
　な
お
、メ
ン
バ
ー
が
各
自
真
心
を
こ
め
て
創
っ
た
手
芸

品
も
美
し
く
店
頭
に
並
び
、
若
い
人
達
が
笑
顔
で
求
め

て
い
き
ま
し
た
。「
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
」の
メ
ン
バ
ー
を

客
観
的
に
み

つ
め
ま
す
と
、

誰
も
が
、
バ

イ
タ
リ
テ
ィ

に
溢
れ
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
旺
盛

で
す
。
明
日

か
ら
も
エ
コ

推
進
に
む
け

て
ス
ク
ラ
ム

組
ん
で
取
り

組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
出
店

 

〜
生
活
応
援
隊
と
し
て
、バ
ザ
ー
開
催
〜

富
士
ヶ
嶺
生
産
組
合
の
出
店

　
〜
生
産
地
新
鮮
野
菜
を
携
え
て
〜

女
性
交
流
セ
ン
タ
ー
出
店

 

〜
エ
コ
推
進
に
む
け
て
、た
だ
ひ
と
す
じ
に
〜

〈
セ
ン
タ
ー
み
ず
う
み
編
集
部
〉
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ご意見・ご質問は、TEL 0555－72－4331 (FAX 72－4341)　河口湖フィールドセンターまで

Nature in and around Mount Fuji 

平成２２年度ホタル・オオムラサキ賞　　町長賞に船津小渡辺寛文くん

船津の街中に準絶滅危惧種ヒナコウモリの群れ

河口湖フィールドセンター周辺の自然　　　秋にフジザクラの花

ショート・ニュース …………………………………………………………………………………………………………………
○第3回富士山写真展「富士山の里山～里山の自然がもたらす生物多様性～」を、8月1日～9月30日まで河口湖フィールドセンター研
　修室で開催し、総計2,908人の方々に来場いただきました。
○10月18日の読売新聞（全国版）に「ミヤマシジミ草原保全課題」と題した記事の中で、自然共生研究室が2003年から行っている富士
　山麓での絶滅危惧種ミヤマシジミの保全活動の様子が紹介されました。
○10月30～31日に東京大学で開催される日本鱗翅(りんし)学会で「絶滅危惧種ミヤマシジミのメタ個体群構造」について口頭発表す
　る予定です。

　　　　9月30日に締め切られた今年度のホタル・オオムラサキ賞の選考が行われ、以下の入賞者が決定しました。
　　　　　町　長　賞　　　船津小　３年　渡辺　寛文　　　　議　長　賞　　船津小　１年　森　　響
　　　　　教 育 長 賞　 　 勝山中　１年　在原ももか　　　　室　長　賞　　大石小　４年　吉野　裕樹
　　　　　ホ タ ル 賞　 　 小立小　３年　三浦　一哲　・　湖南中　３年　古屋　柚育
　　　　　オオムラサキ賞　勝山小　６年　流石伸之輔　・　河口小　６年　渡辺　貴弘　　
　　　　　優秀賞：勝山小1名・勝山中９名・小立小１０名・湖南中２名　　計２２名
　今年は応募総数49点と数は平成19年と同じ位でしたが充実した作品が多く、毎年応募して
くれる人が増えていると感じます。ちなみに今年で13回目を迎え、初期のころに連続して入賞
した人の家族から、「お陰様で今年無事に大学に入学しました」と嬉しいご報告をいただくまでに
なりました。町長賞の渡辺くんの絵は、ホタルとオオムラサキ、飛んでいるカブトムシを中央に
配置するなど小学生らしい素直な表現に力強さと明るさが加わった素晴らしい作品です。議
長賞の森くんの自由研究は、ダンゴムシをいろいろな条件に入れて、色やえさ、明るさなどに
よってどう行動するかを観察したもので、青い葉と枯れた葉を食べさせると同じ色の四角い糞
(ふん)をすることなどを見つけ、小学生らしくも鋭い観察眼が光る作品です。教育長賞の在原
さんの写真は、ヤマカガシがヒキガエルを呑み込んでいる瞬間を撮影したもので、なかなか見
る機会がないチャンスを生かした素晴らしい写真です。室長賞の吉野くんの作品は、カラスウリの開花を50枚以上撮影した中の10枚
の連続写真で、失敗を乗り越えて絶妙なタイミングで撮影された素晴らしい写真です。三浦くんのヒキガエルのオタマジャクシを飼
育した自由研究は、オタマジャクシが食べ物を飲み込んだあとどうなるかなど詳しく長い期間観察した労作で、最近少なくなっている
ヤモリやシカなど4種の動物と昆虫の姿をとらえた素晴らしい古屋さん写真とともにホタル賞となりました。また、樹液にきているカ
ブトムシとカナブン、近くを飛ぶトンボとキアゲハを生き生きと描き、「ぼくたちが守る」という題からも自然保護の意志がくみ取れる
流石くんのポスターは、夏におじいさん宅がある名古屋と自宅近くでセミの抜け殻を探したり、羽化の様子を観察するなど根気強く
様々な角度からセミを見つめた力作である渡辺くんの自由研究とともに、オオムラサキ賞になりました。
　優秀賞の作品にもこれら入賞作品と甲乙つけがたい作品も多く見られました。また来年を期待します。

　3月中旬に河口湖CATVの壁でみつかったのと同じヒナコウモリ（山梨県準絶滅危惧種）が、今
度は10月中旬に河口湖駅南側の街中で見つかりました。それも写真（松浦信幸氏宅の2階軒下）の
ように10頭以上が集まって夜を過ごしているようで、松浦氏によると夕方明るいうちには見られず
夜7時過ぎの暗くなってから、どこからともなく集まってくるそうで、糞の状態から9月下旬から同
じような行動をしていたようです。このコウモリの生態はまだよくわかっていない事が多く、なぜ
夕方から夜に集まるのか、昼はどこで何をしているのかなど不思議な点が多くあります。越冬場所
も数か所しか知られておらず、渡りの途中に春と秋に見られるのかもしれません。河口湖駅周辺
の住宅地が、これらのコウモリに快適な生活場所になっていることを示すもので注目されます。こ
のような光景が他でも見られたら是非お知らせください。

　記録的な猛暑だった夏も終わり、ようやく秋も深まりつつありますが、10月8日には写真のように
フジザクラ（富士桜）が1輪、葉のない枝に可憐な花を咲かせていました。全体に白く花弁にもシ
ワがみられるなど春の花とはだいぶ違った感じを受けました。今年の異常気象を象徴するような
現象でしょうか？
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「
県
民
の
日
」
記
念
行
事

二
胡
の
会　

サ
ー
ク
ル
会
員
の
募
集

健
康
科
学
大
学 

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
特
別
講
義

N
H
K
学
園
受
講
者
募
集
の
お
知
ら
せ

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
の
お
知
ら
せ

朗
読
エ
ト
ワ
ー
ル
の
会

　

「
第
９
回
朗
読
の
夕
べ
」
へ
の
お
誘
い

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
【
在
職
者
訓
練
】

　

〜
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
〜

　
11
月
20
日
の
「
県
民
の
日
」
は
、
山
梨
県
の
誕
生
日

で
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
郷
土
の
生
い
立
ち
を
知

り
、
豊
か
で
暮
ら
し
や
す
い
「
山
梨
」
を
次
の
世
代
へ

と
引
き
継
い
で
い
け
る
よ
う
、
み
ん
な
で
「
ふ
る
さ
と

の
誕
生
日
」
を
祝
い
ま
し
ょ
う
。
こ
の
県
民
の
日
を
記

念
し
て
、
次
の
と
お
り
各
種
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

◇
県
民
の
日
記
念
行
事
「
交
流
広
場
」

○
甲
府
会
場

■
日
　
時
　
11
月
13
日
（
土
）
、
14
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

■
場
　
所
　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
（
甲
府
市
）

◇
県
有
施
設
の
無
料
開
放

■
日
　
程
　
11
月
20
日
（
土
）

■
施
　
設
　
県
立
美
術
館
、
博
物
館
等

●
問
合
先
　
県
民
の
日
記
念
事
業
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５‐

２
２
３‐

１
３
５
０

■
日
　
時
　
11
月
６
日(

土)

　
午
後
５
時
30
分
開
場

■
場
　
所
　
勝
山
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
さ
く
や
ホ
ー
ル

■
入
場
料
　
無
料

■
作
　
品
「
春
蘭
」壺
井
栄
、「
ホ
タ
ル
の
熱
」森
浩
美
、

　
　
　
　
「
杜
子
春
」
芥
川
龍
之
介
、

　
　
　
　
「
驟
り
雨
（
は
し
り
あ
め
）
」
藤
沢
周
平

　
朗
読
指
導
　
渡
辺
恵
美
子（
エ
ト
ワ
ー
ル
の
会
主
宰
）

●
問
合
先   

TEL
０
５
５
５‐

７
２‐

１
７
５
５
　 

渡
辺

　
　
　
　    

TEL
０
９
０‐

４
０
６
５‐

１
５
６
９ 

古
屋

　
二
胡
の
会
河
口
湖
（
初
心
者
コ
ー
ス
）
で
は
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
中
国
の
楽
器
「
二
胡
」
は
初
心
者

の
方
で
も
親
し
み
や
す
く
、
心
に
し
と
や
か
に
響
く
良

い
音
色
が
特
徴
の
楽
器
で
す
。
こ
の
機
会
に
素
敵
な
趣

味
を
身
に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
ま
た
、
楽
器
に
つ
い
て

は
、
当
初
は
教
室
の
も
の
を
使
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

可
能
で
す
の
で
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

■
活
　
動
　
毎
月
第
１
・
第
３
火
曜
日
　
午
後
７
時
か
ら

　
　
　
　
　
中
央
公
民
館

●
問
合
先
　
TEL
２
３‐

９
０
７
１
　
前
田

■
第
４
回
講
義

　
○
講
義
題
目

「
住
民
パ
ワ
ー
で
誰
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実

現
を
目
指
す
Ⅳ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
〜
住
民
参
加
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
の
実
践
、
行

政
と
住
民
の
連
携
〜
」

■
日
　
程
　
11
月
17
日
（
水
）
　
午
後
１
時 

〜
４
時

■
場
　
所
　
健
康
科
学
大
学 

B
1
0
1
講
義
室

■
講
　
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
シ
ン
ブ
ル
高
齢
者
健
康
福

　
　
　
　
　
祉
研
究
所
」
理
事
長
　
佐
谷
け
い
子
氏

■
内
　
容

  

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
生
き
生
き

と
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
拠
点
作
り
な
ど
、
住
民

参
加
型
の
福
祉
を
目
指
し
た
実
践
を
長
年
積
み
重
ね
て

き
た
講
師
の
実
践
経
験
を
具
体
的
な
事
例
を
交
え
て
紹

介
し
ま
す
。

■
申
　
込    
不
要
　
　
■
受
講
料    

無
料

■
問
合
先
　
健
康
科
学
大
学
　
教
務
・
学
生
課

　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５ - 

８
３ - 

５
２
２
０

※

一
般
の
方
々
に
も
非
常
に
興
味
深
い
内
容
と
な
っ
て

　
お
り
ま
す
。
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

 

　
N
H
K
学
園
に
は
、
趣
味･

教
養
か
ら
語
学･

資
格
ま

で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
の
講
座
が
2
0
0
コ
ー
ス
以
上

あ
り
ま
す
。
通
信
講
座
で
新
し
い
趣
味
・
ス
キ
ル
を
身

に
付
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
無
料
の
案
内
書
を
お
気
軽
に

ご
請
求
下
さ
い
。

■
主
な
講
座
　
俳
句
、
川
柳
、
書
道
、
ペ
ン
字
、
写
経
、

　
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
写
真
、
自
分
史
、
古
文
書
、
漢
方

　
薬
膳
、
ハ
ー
ブ
、
折
り
紙
、
ハ
ン
グ
ル
、
中
国
語
、
簿

　
記
な
ど

■
受
講
期
間
　
３
ヶ
月
か
ら
１
年

■
募
集
対
象
　
一
般
（
年
齢
制
限
な
し
）

■
申
込
方
法
　
案
内
書
を
電
話
、
F
A
X
、
ホ
ー
ム
ペ

　
ー
ジ
か
ら
請
求

■
受
付
期
間
　
通
年
申
込
受
付

●
問
合
先
　
N
H
K
学
園
　

　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
４
２‐

５
７
２‐

３
１
５
１

　
案
内
書
請
求
　
TEL
０
１
２
０‐

０
６‐

８
８
８
１

　
モ
ミ
を
ベ
ー
ス
に
松
ぼ
っ
く
り
、
野

バ
ラ
の
実
、
ベ
ル
等
で
飾
り
付
け
を
し
、

お
し
ゃ
れ
な
リ
ボ
ン
を
添
え
て
ク
リ
ス

マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

■
日
　
時
　
11
月
28
日(

日)

　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
場
　
所
　
明
見
湖
公
園
は
す
池
体
験
工
房

■
受
講
料
　
2
5
0
0
円
（
材
料
費
）

■
定
　
員
　
40
名
（
定
員
な
り
し
だ
い
締
切
）

●
申
込
・
問
合
先
　
山
梨
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５-

２
７
６-

２
０
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　

＝
エ
ク
セ
ル
2
0
0
7
ビ
ジ
ネ
ス
関
数
テ
ク
ニ
ッ
ク
＝

■
12
月
６
・
７
・
９
・
10
日
、
午
後
６
時
〜
９
時

　
受
講
料
２
１
０
０
円
　
テ
キ
ス
ト
代
２
４
１
５
円

■
定
員
　
20
名
　
■
受
付
　
11
月
22
日
ま
で

●
問
合
先
　
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
３‐

３
２‐

５
２
０
２
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富
士
吉
田
共
同
高
等
職
業
訓
練
校

県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
〔
訓
練
生
募
集
〕

富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

「
楽
し
さ
丸
ご
と
冬
体
験
i
n
北
海
道
」

日
本
電
機
工
業
会
か
ら

生
長
の
家
養
心
女
子
学
園　

学
園
祭
の
ご
案
内

＝
雪
吊
り
の
庭
木
の
冬
囲
い
教
室
＝

■
日
　
時
　
11
月
18
日
（
木
）
・
19
日
（
金
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
20
名

＝
配
管
教
室
（
水
道
管
の
修
理
方
法
）
＝

　
凍
結
防
止
ヒ
ー
タ
ー
、
蛇
口
パ
ッ
キ
ン
取
替
等

■
日
　
時
　
11
月
27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
10
名

＝
ふ
す
ま
・
障
子
の
貼
り
替
え
教
室
＝

■
日
　
時
　
12
月
７
日
（
火
）
・
８
日
（
水
）

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
５
０
０
０
円
　
■
定
　
員
　
10
名

●
申
込
先
　
富
士
吉
田
職
業
訓
練
協
会

　
　
　
　
　
（
TEL
２
２-

５
２
１
４
）

【
O
A
ビ
ジ
ネ
ス
料
】

■
資
格
取
得
目
標
　
簿
記
検
定
、
表
計
算
検
定
、
医
療

　
　
　
　
　
　
　
　 

事
務
検
定
、
秘
書
検
定
等

【
電
気
シ
ス
テ
ム
科
】
　

■
修
了
時
取
得
資
格
　
第
２
種
電
気
工
事
士

■
資
格
取
得
目
標
　
　
第
１
種
電
気
工
事
士
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
等

■
訓
練
期
間
　
平
成
23
年
４
月
〜
24
年
３
月

■
応
募
資
格
　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者

　
　
　
　
　   

（
平
成
23
年
３
月
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
）

■
入
学
金
授
業
料
　
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
は
自
己
負
担
）

■
申
込
期
間
　
11
月
12
日
ま
で

〔
在
職
者
訓
練
〕
　

＝
経
理
事
務
＝

■
日
　
程
　
12
月
17
日
か
ら
３
ヶ
月
間
　

　
　
　
　
　
午
前
９
時
10
分
〜
午
後
３
時
50
分

＝
介
護
・
医
療
事
務
＝

■
日
　
程
　
１
月
７
日
か
ら
３
ヶ
月
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
受
講
料
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
は
別
途
必
要
）

●
い
ず
れ
の
申
込
み
も
、
規
定
の
用
紙
に
記
入
し
、
住

所
を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
窓
口
に
申
し
込
ん
で

下
さ
い
。

※

詳
し
い
こ
と
は
、
県
立
都
留
高
等
技
術
専
門
校
へ
問

い
合
わ
せ
て
下
さ
い
。

　
　
　
TEL
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
１
　

　
　
　
FAX
０
５
５
４‐

４
３‐

８
９
１
２

【
富
士
山
教
養
講
座　

富
士
を
知
ろ
う
】 

〜
富
士
講
・
ミ
ニ
エ
コ
ツ
ア
ー
〜

■
日
　
時

　
　
　
10
月
20
日(

土)

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分 

■
講
　
師
　　

山
　
大
和
さ
ん

■
定
　
員
　
15
人
（
要
申
込
）
　
■
参
加
費
　
無
料

【
第
28
回
富
士
吉
田
市
観
光
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展
】 

■
日
　
程
　
10
月
15
日
〜
11
月
30
日

　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
入
館
・
閲
覧
料
　
無
料
　

●
申
込
・
問
合
先
　
富
士
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
TEL
０
５
５
５‐
７
２‐

０
２
５
９
　
山
下

★
ス
ロ
ー
ガ
ン
　

　
『
輝
け
大
和
乙
女
　
〜
大
自
然
に
生
か
さ
れ
て
〜
』

■
日
　
時
　
12
月
５
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
　
所
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園
内

■
内
　
容
　
演
劇
、
舞
、
合
唱
、
茶
席
、
模
擬
店
、
服

　
　
　
　
　
飾
、
書
道
、
華
道
等
の
展
示
、
バ
ザ
ー
等

　
　
　
　
　
の
催
し
が
あ
り
ま
す
。

●
問
合
先
　
専
門
学
校
　
生
長
の
家
養
心
女
子
学
園 

　

　
　
　
　
　
TEL
７
２‐

２
１
１
０
　

　h
ttp
:// n
ih
o
n
jy
o
sei.co

co
lo
g
-n
ifty.co

m
/b
lo
g
/

　
冬
の
北
海
道
を
ぐ
る
っ
と
一
回
り
し
な
が
ら
日
本
全

国
か
ら
参
加
す
る
仲
間
た
ち
と
活
動
を
共
に
し
、
友
情

を
深
め
、
団
体
生
活
の
体
験
を
通
し
て
仲
間
と
協
力
し

助
け
合
う
楽
し
さ
、
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

■
開
催
日
　
12
月
25
日
（
土
）
〜
12
月
31
日
（
金
）

■
場
　
所
　
北
海
道
一
周

■
内
　
容
　
全
国
か
ら
の
参
加
者
と
交
流
、カ
ー
リ
ン
グ
、　　

　　　　　　　　　
酪
農
体
験
、ア
イ
ヌ
部
落
訪
問
、冬
の
動
物
観
　

　　　　　　　　　　察
、か
ま
く
ら
作
り
、野
宿
体
験
等
。

■
対
象
・
費
用
　
羽
田
集
合
の
場
合

　
　
　
小
学
２
年
〜
６
年
生
　
１
１
５
０
０
０
円

　
　
　
中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
２
９
０
０
０
円

■
定
　
員
　
20
名
　

■
締
　
切
　
12
月
10
日
（
金
）
先
着
順

●
問
合
先
　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　
　
　
　
　
　
TEL
０
３-

６
４
５
９-

４
６
６
１ 

　
　
　
　
　
　E

m
a
il in
fo
@
k
sk
k
.o
r.jp

　
　
　
　
　
　
Ｕ
Ｒ
Ｌ
　w

w
w
.k
sk
k
.o
r.jp

〜
愛
情
点
検
で
快
適
な
冬
を
〜

　
長
年
ご
使
用
の
電
気
毛
布
・
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
・
電
気

カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
の
暖
房
で
、
経
年
劣
化
が
原
因
の
火
災

事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。
事
故
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
日

頃
か
ら
製
品
と
そ
の
周
辺
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

お
宅
で
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

○
電
気
毛
布
に
ヒ
ー
タ
ー
線
に
「
重
な
り
、
ル
ー
プ
状
、

　
使
用
上
に
よ
る
折
ぐ
せ
」
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
電
気
毛
布
を
光
に
透
か
し
て
み
る
な
ど
し
て
確
認
し
て

　
く
だ
さ
い
。

　
毛
布
の
表
面
が
熱
に
よ
り
部
分
的
に
変
色
し
て
い
る
こ

　
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
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フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、

「
県
民
の
日
」
無
料
招
待
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

○
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
の
中
央
部
が
極
度
に
へ
こ
ん
だ
り
、

　
片
側
に
引
っ
張
ら
れ
た
り
す
る
状
態
に
な
っ
て
い
ま
せ

　
ん
か
？
柔
軟
性
の
あ
る
座
布
団
や
、
ソ
フ
ァ
ー
な
ど
の

　
上
に
置
い
て
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
ヒ
ー
タ
ー
線

　
の
位
置
ず
れ
が
発
生
し
ま
す
。

　
電
気
ミ
ニ
マ
ッ
ト
の
表
面
が
熱
に
よ
り
部
分
的
に
変
色

　
し
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど
電
源
コ
ー
ド
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ

　
ー
が
熱
か
っ
た
り
、
臭
い
が
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
特
に

　
電
源
コ
ー
ド
の
根
元
や
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
及
び
そ
の
付

　
け
根
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

※

少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
使
用
を
中
止
し
て
く

　
だ
さ
い
。
発
煙
、
発
火
、
こ
げ
の
原
因
に
な
る
恐
れ
が

　
あ
り
、
こ
の
ま
ま
ご
使
用
い
た
だ
く
の
は
大
変
危
険
で

　
す
。
電
源
を
切
り
、
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
電
源
プ
ラ
グ
を

　
抜
い
て
、
販
売
店
又
は
メ
ー
カ
ー
に
お
問
合
せ
の
上
ご

　
相
談
く
だ
さ
い
。

●
日
本
電
機
工
業
会
　h

ttp
://w
w
w
.jem
a-n
et.o
r.jp
/

　
山
梨
県
民
の
日
に
ち
な
み
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

を
込
め
て
県
民
の
皆
様
を
無
料
で
ご
招
待
し
ま
す
。
画

家
た
ち
に
よ
っ
て
様
々
に
描
き
出
さ
れ
た
富
士
山
の
美

し
さ
を
お
楽
し
み
下
さ
い
。

○
入
館
無
料

■
入
館
無
料
期
間
　
11
月
20
日
（
土
）
〜
23
日
（
火
）

※

山
梨
県
民
と
わ
か
る
証
明
書
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　
を
ご
提
示
下
さ
い
。

○
手
作
り
イ
ベ
ン
ト

　
「
カ
ラ
フ
ル
ね
ん
ど
で
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り
」

　
焼
く
と
固
ま
る
カ
ラ
フ
ル
な
粘
土
を
使
い
、
キ
ー
ホ

ル
ダ
ー
に
も
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を

作
り
ま
す
。
小
さ
な
お
子
様
か
ら
大
人
ま
で
、
お
楽
し

み
い
た
だ
け
ま
す
。

■
期
　
間
　
11
月
20
日
（
土
）
〜
１
月
10
日
（
月
）

■
参
加
費
　
３
５
０
円
　
予
約
不
要

●
問
合
先
　
フ
ジ
ヤ
マ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

TEL
２
２‐

８
２
２
３

区 分

中学卒業後の
進学コース

自衛隊の
学資金
貸与制度

高等工科学校
（推薦）

高等工科学校
（一般）

貸費学生

中学校卒業
（見込み含）
１７才未満の

男子で中学校長等が
推薦する者

平成22年
１１月1日（月）

～
平成23年
１月6日（木）

平成22年
１１月1日（月）

～
平成23年
１月7日（金）

平成22年
12月1日（水）

～
平成23年
１月14日（金）

平成23年
１月15日（土）～
17日（月）までの
間で指定する1日

1次試験
平成23年
１月22日（土）

2次試験
　平成23年

2月5日（土）～8日（火）
指定する1日

１次試験
　平成23年
　1月29日（土）

 中学校卒業
（見込み含）
１７才未満の
男子

現在大学で
理学・工学を専攻し、
来春３・４年次及び
大学院の学生で、
２６歳未満（大学院生
は、２８歳未満）の男・女

募 集 種 目 資　　格 受付期間 試験期日 待 遇 ・ そ の 他

・全寮制で、規則正しい団体生活を通

　じた教育を実施

・高等学校の普通科と同等の教育を

　受講

・将来のためのテクノロジー教育を重視

・３学年修了時に高校卒業資格が得

　られ、防衛大学校の受験も可能

・入学から約４年後３等陸曹に昇任し、

　定年まで勤務が可能

・選抜試験に合格すれば幹部に昇任

　も可能

・合格発表後、23年4月から正規の修業

　年限が終わる月まで毎月54,000円を

　貸与

・夏休みを利用して将来勤務する研究

　開発機関や部隊を研修

・卒業後は、陸・海・空幹部候補生とし

　て採用され、幹部自衛官として必要な

　教育を受講

・学資金は自衛官として一定年限以上

　勤務すると、返還を免除

平成２２年度　自衛官等募集案内

◎お問い合わせ先                

○自衛隊山梨地方協力本部　募集課　　　　　　山梨県甲府市北新１－７－９　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：０５５－２５３－１５９１（代）               

○自衛隊山梨地方協力本部　大月地域事務所　　山梨県大月市御太刀２－８－１０　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話：０５５４－２２－１２９８

自衛隊山梨 検索


